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美作市立勝田小学校長 春名 章範 印

１ 令和5年度総括

【成果】 ※ 数値は美作市全小中共通のアンケートによるもの（小学校は5，6年生抽出）

新型コロナ5類移行後の学校行事（運動会・スマイル発表会等）実施 保護者の支持高。

・練習方法・開催方法等十分配慮しながら実施（例：運動会内容への肯定評価 96％）

（教職員の努力）家庭との連携、学級内での人間関係作りへの配慮を十分行った。

・私は、家庭や地域に対する丁寧な対応や分かりやすい説明に努め、学校に対する信頼を高める努力をしている。

（教職員肯定回答 100％）

・私は、子どもたちの人間関係づくりを基本として、学級・学校集団づくりに努力している。

（教職員肯定回答 100％）

（児童の実感）学校に行くのが楽しいと感じる児童がほとんどである。

・学校へ行くのが楽しいと答えた児童割合（91％）

（保護者の実感）学校には相談しやすい先生がいるとほとんどの保護者が感じている。

・学校には相談できる先生がいると答えた保護者割合（96％）

教職員等関係者の努力により、楽しい学校であり、相談しやすい雰囲気の醸成がなされている。

【課題】 ※ 数値は美作市全小中共通のアンケートによるもの（小学校は5，6年生抽出）

全国調査等結果に見られる求められる学力の状況

家庭学習状況 （家で予習復習をしている肯定回答 児童 83％ 保護者 58％）

学校行事の実施時期等への配慮（運動会練習での救急搬送対応等）

学校施設の老朽化への対応（タイル落下・剥がれ等 修繕費350万円超）

児童数の減少顕著への対応（令和6年度から変則複式 児童数5名減の68名 令和8年度 複式学級１）

２ 令和6年度の学校経営・運営方針について

アクションプラン・中学校区の取組と日常の教育活動の連動

学校行事の精選と実施時期・実施方法・内容等の十分な検討

複式学級移行に係る状況について保護者・地域への周知

自ら成長しようとする児童育成への手立て（学習意欲、自己肯定感 体力向上への取組）

学校運営協議会へのスムーズな移行と子どもに係る熟議の展開



３ 学校評議員による外部評価

評価の観点
【4点満点評価】

観点に係る意見等

①勝田小学校で、育成
しようとする児童の具
体的な姿について理解

できた。【3.5】

・学校だより・評議員会資料等説明によりよく分かった。
・グループ学習等により平均的に学力が付き、児童一人一人の良さ・可能性を見出してそれを伸ばす教育
ができているように思う。
・児童が学校を楽しんでいるのが大変良いと思う。

②勝田小学校の児童の
様子が理解できた。

【3.3】

・参観日・学校だより等でよく分かった。
・子ども達の元気な姿・笑顔が溢れ、友だち同士仲よく活発に活動する姿が見られ、学校生活が楽しいよ
うに思えた。
・今ひとつ理解できていない。

③勝田小学校の児童の
抱える課題が具体的に
理解できた。

【3.2】

・説明やアンケート結果等によりよく分かった。
・コロナが終息したわけではないが、以前の状態に戻りつつある中で、友だち同士元気で仲よく今まで以
上に絆が深まったように思えた。
・具体的には良く分かりません。

④「知」：かんがえる
子に係る取組について
の御意見があればお書
きください。

【3.2】

・自分で考える能力／自分から進んで何事にも取り組む姿勢／いろいろなことへの興味を育てることが肝
要。あきらめず最後まで取り組む学習指導の推進も大切にしてもらいたい。
・全国学力テストの結果は誠に残念な感じがする。無回答率をもっと減少できないだろうか。
・児童が「分かる」「できる」と実感しているのかどこで教師が理解し、評価をいつするのか。
・（正しい回答と間違いの回答等）違いの分かる子。
・もう少し発表する機会を増やす必要があるのでは。

⑤「体」：つよい子に
係る取組についての御
意見があればお書きく

ださい。【3.2】

・全国的に体力低下の報告が聞かれる。大谷選手のグローブなどを機に体力向上の取組につなげればと思
う。
・積極的な運動場での活動を推進してはどうか。
・（体力的に）弱い子との違いを認識させる。元気な高齢者の観察やインタビュー。（健康な人生の見通
し）
・外でよく動いているのが大変良いと思う。

⑥「徳」：たすけあう
子に係る取組について
の御意見があればお書
きください。

【3.2】

・例えば、今回の能登半島地震について。水道・電気・食料も十分に無く、寒さや恐怖に耐えつつ生きて
いる同年代の子ども達の姿は、子ども達の心にどう映り、どのように感じたのかなどたすけあう心・思い
やる心・美しい心を身につけてほしい。
・自己肯定感（自分にはいいところがある）を伸ばしてほしい。
・どの点を見て評価するのか（自己肯定感）。評価が難しいと思う。
・助け合える子と助け合えない子の違いを具体的に分からせる。
・協力体制ができていると思う。

令和5年度 学校評議員による学校評価観点

※自由記述欄（勝田小学校の教育活動等に係る御意見を御自由にお書きください。
◎豊かな人間性やたくましい体力作りの教育推進
◎家庭・地域社会との連携
◎生命・人権尊重の心
◎個性を生かす、伸ばす教育をとり重点的に進めてほしい。
◎今の授業の様子が変わっているのは分かるが、もう少し子どもの様子が分かりづらい。発表会などでは、頑張りがよく伝わって
きた。

・先生方の日々の努力に感謝いたします。


